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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

善
無
畏
仮
託
の
経
軌
成
立
過
程
に
つ
い
て

小

崎

良

行

一
　
は
じ
め
に

現
存
す
る
善
無
畏
訳
と
伝
え
ら
れ
る
経
軌
は
二
十
五
部
四
十
五
巻
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。
そ
の
内
、『
大
正
蔵
』
所
収
の
『
開
元
録
』（
大
正

第
二
一
五
四
番
）、『
貞
元
録
』（
大
正
第
二
一
五
七
番
）
に
記
録
さ
れ
て
い

る
の
は
、『
虚
空
蔵
求
聞
持
法
』（
大
正
第
一
一
四
五
番
）、『
大
日
経
』（
大

正
第
八
四
八
番
）、『
蘇
悉
地
経
』（
大
正
第
八
九
三
番
）、『
蘇
婆
呼
童
子
経
』

（
大
正
第
八
九
五
番
）
で
あ
り
、
そ
の
他
の
経
軌
は
入
蔵
し
て
い
な
い
。

入
蔵
し
て
い
る
経
軌
は
、
中
国
に
お
い
て
善
無
畏
の
翻
訳
で
あ
る
と
、

言
わ
ば
公
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
善
無
畏
訳
と
伝
え
ら
れ
な
が
ら

も
経
録
に
入
蔵
し
て
い
な
い
も
の
の
成
立
に
関
し
て
、
次
の
点
が
想
定

さ
れ
る
。
①
経
録
か
ら
漏
れ
た
も
の
、
②
善
無
畏
の
弟
子
な
ど
が
作
っ

た
も
の
、
③
後
世
善
無
畏
の
名
を
借
り
て
作
ら
れ
た
も
の
。

『
開
元
録
』
の
成
立
は
開
元
一
八
（
七
三
〇
）
年
、『
貞
元
録
』
の
成

立
は
貞
元
一
六
（
八
〇
〇
）
年
と
さ
れ
て
い
る
。
善
無
畏
在
世
と
時
代

を
さ
ほ
ど
違
え
ず
に
成
立
し
た
こ
れ
ら
へ
の
入
蔵
か
ら
漏
れ
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
①
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
言
え
よ
う
。

②
・
③
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
経
典
・

儀
軌
に
対
し
て
、
本
稿
は
「
善
無
畏
仮
託
経
軌
（
善
無
畏
の
名
を
か
り
て

作
成
さ
れ
た
経
典
・
儀
軌
）」
と
す
る
。

二
　
本
稿
の
着
眼
点

胎
蔵
系
の
代
表
的
な
行
法
で
あ
る
五
字
厳
身
観
に
本
稿
で
は
着
目
す

る
。
②
・
③
の
よ
う
な
経
軌
の
う
ち
、
五
字
厳
身
観
の
記
事
が
見
ら
れ

る
経
軌
は
次
の
七
本
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
摂
大
儀
軌
』（
大
正
第
八
五
〇

番
）、『
広
大
儀
軌
』（
大
正
第
八
五
一
番
）、『
尊
勝
儀
軌
』（
大
正
第
九
七
三
番
）、

『
慈
氏
儀
軌
』（
大
正
第
一
一
四
一
番
）、『
三
種
悉
地
軌
』（
大
正
第
九
〇
五
番
）・

『
破
地
獄
軌
』（
大
正
第
九
〇
六
番
）・『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』（
大
正
第
九
〇
七

番
、
以
後
、
第
九
〇
五
番
―
第
九
〇
七
番
の
総
称
を
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」

と
す
る
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
経
軌
で
は
、
五
字
厳
身
観
の
記
事
が
増
広
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
比
較
に
よ
っ
て
、『
大
日
経
』
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の
漢
訳
以
降
か
ら
唐
末
の
時
代
に
お
け
る
善
無
畏
仮
託
経
軌
の
成
立
過

程
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
　『
大
日
経
』
第
七
巻
と
『
摂
大
儀
軌
』・『
広
大
儀
軌
』

五
字
厳
身
観
はa
・va

・ra

・ha

・kha

の
五
字
を
自
身
の
体
の
五

処
、
地
水
火
風
空
の
五
輪
・
五
大
に
布
置
し
て
加
持
し
、
自
身
を
大
日

如
来
と
等
同
で
あ
る
と
観
想
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
付
と
な
る

教
理
は
『
大
日
経
』
前
六
巻
の
諸
品
に
説
か
れ
、『
大
日
経
』
第
七
巻

「
持
誦
法
則
品
」
に
お
い
て
、
整
備
さ
れ
た
行
法
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
五
字
厳
身
観
の
経
典
↓
儀
軌
へ
の
展
開
過
程
は
先
行
研
究
に
お
い

て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
）
2
（

の
で
、
概
略
の
み
述
べ
る
。

〇
『
摂
大
儀
軌
』　

ま
ず
、
満
足
句
の
真
言
「nam

ah·  sam
antabuddha -na -m

  

a vī ra hūṃ
 khaṃ

」
を
引
用
し
、
さ
ら
に
『
大
日
経
』「
秘
密
漫
荼
羅

品
」
の
偈
頌
を
引
用
し
て
い
る
。
第
七
巻
か
ら
の
引
用
は
み
ら
れ
な

い
。（
大
正
一
八
、
八
三
下
）

〇
『
広
大
儀
軌
』　

第
七
巻
の
五
字
厳
身
観
を
説
く
部
分
が
、『
大
日

経
』「
悉
地
出
現
品
」
の
記
述
を
加
味
し
て
や
や
増
広
さ
れ
た
形
で
引

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
前
に
は
嚂
字
観
、
直
後
に
は
虚
空
蔵
転
明
妃

の
真
言
、
さ
ら
に
五
字
厳
身
観
で
建
立
し
た
五
字
・
五
輪
の
上
下
を
反

転
さ
せ
て
地
輪
を
最
上
に
、
空
輪
を
最
下
に
観
ず
る
五
輪
器
界
観
も
説

か
れ
て
い
る
。（
大
正
一
八
、
九
一
中
―
九
三
上
）

四
　『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』

『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
に
見
ら
れ
る
五
字
厳
身
観
由
来
の
行

法
）
3
（

は
、『
広
大
儀
軌
』
所
説
の
行
法
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
増

広
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
）
4
（

。
こ
の
行
法
全
体
を
概
略
す
る
と
、
㈠
嚂
字

観
、
㈡
五
輪
観
、
㈢
普
通
真
言
、
㈣
三
昧
耶
真
言
・
一
切
仏
心
三
昧
耶

印
、
㈤
五
輪
器
界
観
、
㈥
金
剛
三
昧
耶
真
言
及
び
印
、
㈦
降
三
世
真
言

と
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
）
5
（

。
㈠
―
㈢
と
㈤
は
『
広
大
儀
軌
』
所
説
の
も

の
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
㈣
㈥
㈦
が
『
広
大
儀
軌
』
よ
り
も

増
広
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
増
広
部
分
は
『
金
剛
頂
経
』
系
統

の
経
軌
の
記
事
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
無
畏
仮
託
経
軌

の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
金
胎
合
行
化
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
な
お
、

㈦
の
真
言
は
「oṃ

 niśum
bha vajra huṃ

 phaṭ

」
で
あ
る
が
、
こ
の
真

言
は
漢
訳
経
軌
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
増
広
部
分
が
ど

の
経
軌
の
記
事
を
用
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
）
6
（

。

五
　
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」

『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
は
も
と
も
と
存
在
す
る
記
事
を
ベ
ー

ス
と
し
て
そ
れ
を
「
増
広
」
し
て
い
る
が
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」

は
、
も
と
の
記
事
を
単
に
「
増
広
」
す
る
域
に
留
ま
ら
ず
、
先
行
す
る

経
軌
の
記
事
を
基
に
、
そ
こ
に
新
た
な
独
自
な
解
釈
を
加
え
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
、『
三
種
悉
地
軌
』
に
は
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觀
阿
字
作
金
剛
色
。
復
阿
字
如
方
黄
壇
身
在
其
中
。
從
阿
字
出
羅
字
燒
身
悉
成

灰
已
。
此
灰
中
生
縛
字
其
色
純
白
。
從
此
出
生
阿
鑁
囕
唅
欠
五
輪
字
。
而
即
從

腰
下
至
頂
上
安
立
身
五
處
。
謂
淨
菩
提
心
。
以
此
五
字
門
爲
縁
生
大
悲
根
。
佛

娑
羅
樹
王
増
長
。
彌
布
滿
於
法
界
。
然
一
切
法
。
即
由
此
五
字
門
本
不
生
離
言

説
自
性
淨
無
因
縁
如
虚
空
也
。
爲
八
葉
位
從
臍
至
心
爲
金
剛
臺
海
中
立
莖
臍
爲

大
海
。
從
臍
已
下
此
地
居
諸
尊
位
。
在
海
岸
邊
也
。
謂
從
諸
佛
大
悲
海
而
生
金

剛
智
。
從
金
剛
智
出
生
一
切
佛
會
也
。
於
此
心
八
葉
花
臺
上
。
而
觀
阿
字
。
從

此
字
出
無
量
光
。
從
心
中
四
散
而
合
爲
光
鬘
。
猶
如
花
鬘
。
普
遍
一
切
佛
刹
。

此
光
從
頂
至
足
周
匝
環
繞
行
者
之
身
也
。 

（
大
正
一
八
、
九
一
一
中
）

と
、
あ
る
。
羅
字
に
よ
っ
て
身
を
焼
く
の
は
『
大
日
経
』
や
『
大
日
経

疏
』
に
見
ら
れ
）
7
（

、
五
字
を
体
の
五
処
へ
配
当
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。
こ

の
記
事
の
直
後
に
は
身
体
の
「
咽
―
頂
」「
臍
―
咽
」「
臍
以
下
」
の
三

支
分
そ
れ
ぞ
れ
に
曼
荼
羅
を
配
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
大

日
経
疏
』
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
）
8
（

。
さ
ら
に
、
建
立
し
た
曼
荼

羅
に
鉤
・
索
・
鎖
・
鈴
の
金
剛
界
の
四
摂
菩
薩
、
普
賢
・
文
殊
・
弥

勒
・
観
音
の
胎
蔵
の
四
菩
薩
、
そ
し
て
四
方
に
阿
閦
（
東
）、
宝
生
（
南
）、

阿
弥
陀
（
西
）、
釈
迦
牟
尼
（
北
）
を
配
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）
9
（

。

次
に
、『
破
地
獄
軌
』
は

地
水
火
風
空
五
輪
之
種
子
。
阿
鑁
覽
唅
欠
五
字
。
有
地
輪
。
地
輪
之
上
有

水
輪
。
水
輪
之
上
有
火
輪
。
火
輪
之
上
有
風
輪
。
風
輪
之
上
有
空
輪
。
空
輪

之
。 

（
大
正
一
八
、
九
一
二
下
）

と
、
か
な
り
簡
略
な
記
事
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
五
輪
曼
荼
羅
に
さ
ら

に
、
金
剛
界
の
三
十
七
尊
を
配
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）
10
（

。

こ
れ
ら
か
ら
、
ま
ず
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
が
示
す
行
法
が
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
五
字
厳
身
観
の
行
法
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
が
、
五
字
・
五
輪
へ
の
観
想
が
説
か
れ
る
の
み
で
あ

り
、『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
所
説
の
も
の
で
言
え
ば
、
㈠
㈡
の

み
が
見
ら
れ
る
。『
三
種
悉
地
軌
』
と
『
破
地
獄
軌
』
で
は
さ
ら
に
、

建
立
し
た
五
輪
曼
荼
羅
に
金
剛
界
の
尊
格
を
配
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、

胎
蔵
の
行
法
に
金
剛
界
の
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
で
は
、
五
字
を
五
仏
の
み
だ
け
で

な
く
、
五
部
・
五
臓
へ
の
配
当
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
三
本
の
「
破
地

獄
儀
軌
」
に
の
み
見
ら
れ
る
配
当
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
三
種
悉
地
軌
』
は
五
字
を
木
・
金
・
火
・
水
・
土
の
五
行
、

青
・
白
・
赤
・
黒
・
黄
の
五
色
、
酸
・
辛
・
苦
・
䶢
・
甘
の
五
味
、
春
・

秋
・
夏
・
冬
・
土
用
の
五
季
、
魂
・
魄
・
神
・
志
・
意
の
五
神
等
に
配
当

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
的
陰
陽
五
行
思
想
へ
の
五
字
の
配
当
も
、
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ど
の
経
軌
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
三
種
悉
地
軌
』
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

六
　
ま
と
め

本
稿
で
は
、
善
無
畏
仮
託
経
軌
の
成
立
過
程
を
五
字
厳
身
観
と
い
う

視
点
か
ら
検
証
し
て
き
た
。『
尊
勝
儀
軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
は
、『
広
大

儀
軌
』
を
基
盤
と
し
て
、
そ
こ
に
『
金
剛
頂
経
』
系
の
行
法
を
取
り
込

ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
は
、
五
字
を
身
体
の
五
処
・
五
輪
・
五
大

へ
配
当
す
る
域
に
留
ま
ら
ず
、
五
臓
・
五
仏
等
新
た
な
要
素
へ
配
当
が

な
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、『
広
大
儀
軌
』・『
尊
勝
儀

軌
』・『
慈
氏
儀
軌
』
の
よ
う
に
ベ
ー
ス
と
な
る
行
法
を
踏
襲
し
て
構
成

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
胎
蔵
由
来
の
五
字
五
輪
観
を
中
心
と
し
な
が

ら
、
金
剛
界
の
尊
格
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
曼
荼
羅
を
建
立
し
て
い

る
。
し
か
も
そ
こ
に
陰
陽
五
行
へ
の
五
字
の
配
当
が
な
さ
れ
る
等
、
独

自
の
五
輪
曼
荼
羅
の
行
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
金
胎
合
行

的
要
素
と
、
中
国
思
想
の
付
加
の
過
程
に
、
善
無
畏
仮
託
の
経
軌
が
成

立
し
、
展
開
し
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

1　
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
三
巻
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
三
三
、

三
〇
〇
五
頁
。

2　

川
﨑
（
二
〇
一
四
）
参
照
。

3　
『
尊
勝
儀
軌
』
大
正
一
九
、
三
六
八
中
―
三
六
九
下
。

『
慈
氏
儀
軌
』
大
正
二
〇
、
五
九
〇
上
―
五
九
一
下
。

4　

小
崎
（
二
〇
一
六
）。

5　

な
お
、
小
崎
（
二
〇
一
八
）
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
尊
勝
儀

軌
』
と
『
慈
氏
儀
軌
』
で
は
修
法
の
順
番
が
若
干
異
な
り
、
ま
た
『
慈
氏

儀
軌
』
に
の
み
説
か
れ
る
行
法
も
あ
る
が
、
概
ね
同
様
の
行
法
で
あ
る
た

め
、『
尊
勝
儀
軌
』
の
記
事
を
用
い
た
。

6　

漢
訳
圏
に
お
い
て
こ
の
真
言
が
見
ら
れ
る
経
軌
は
、『
尊
勝
儀
軌
』
よ

り
も
後
年
の
訳
出
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
崎
（
二
〇
一
六
）。

7　
『
大
日
経
』
大
正
一
八
、
四
七
中
―
下
。

『
大
日
経
疏
』
大
正
三
九
、
六
六
六
中
。

8　

大
正
三
九
、
六
一
一
上
―
中
。

9　

大
正
一
八
、
九
一
一
中
―
下
。

10　

大
正
一
八
、
九
一
二
下
―
九
一
三
下
。

〈
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現
代
密
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キ
ー
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字
厳
身
観
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善
無
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、
金
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合
行（

大
正
大
学
大
学
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